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先端科学技術育成センターにおける業務管理システムの構築
第一技術室機器開発・試作班東郷広一
1 緒言
現在、先端科学技術育成センヲー(以下、セン合一)1こは、センヲ一利用者の利用状況を把握するために、『工
作機械利用状況管理運営システムJが導入されている。セン告ーの運営業務の一つに、毎年、 fセンヲーの稼動
状況の報告業務」があり、それを助教から報告しているが、提出資料を作成するのに手聞がかかっているのが
現状である。
そこで本研修では、上記業務の補助を前提として、既に[工作機械利用状況管理運営システム」に導入されて
いるrVisualStud旧」の最新版を活用し、プログラミング技術の習得を目指して、セン宇一業務の一つである「委託
作業Jを現状より詳細に管理し、『センヲーの稼動状況」の報告、及びf年度末の各先生への委託作業料金請求」
の報告も加味した管理運営システムの構築を行った。
2 管理システムの開発環境
本研修にて使用したプログラミングの言語はrVisualStud旧2∞8J内に入っているrVisualBasic 2008Jを使用し
た。fフオームデザイナJrツールボックス」トノリューションエクスプローラJrプロパティウインドウJにて構成されてい
るoFig.1にrVisualStud旧2∞B起動画面Jを示す。
3 管理運営システムの作成
現在、当センヲーにおける委託作業の管理は Fig.2のように、Excelファイルにて、 rQ}-A専攻名、学部名Jr② 
A 氏名Jr③-A引渡日J昭子-A作業番号Jr母子A 製作品名Jr⑥-A作業時間(汎用機)Jro-A作業時間(NC
機)Jr@-A作業料Jr@-A備考jの9項目の管理を行っているが、本研修では、既に当セン事ーに導入されてい
る「委託作業申込書」の記載分、 rQ)-日申込年月日Jro-B支払責任者Jr@--B打ち合わせ連絡先Jr@-B:製
作物内容Jr⑤-B:添付書類Jr⑤-B完成要求期日Jro-B材料手配Jr⑧ー B 受付期日Jr@-B:完成予定日J
「⑮-B作業内容(精密制御工作機械)Jr⑪ B作業内容(汎用工作機械)Jr@←B作業完成月日Jr@-B:製品引
;度月日Jr@--B作業時間Jr⑮ B作業料金Jの 15項目に加え、これから委託作業を番号管理するために、「⑮
B伝票 NoJを加えた 16項目の管理運営システムを作成した。Fig.31こ『管理運営システムの入力ウインドウJ、
Fig41ゴ入力後の確認ウインド、ウ」、Fig.5に「本研修にて作成した管理運営システムのデーヲ管理画面」、Fig.6に
「委託作業申込書Jを示す。
現状の委託作業管理と本研修の管理運営システムとの大きな違いは、上記記載のようにr9→16項目Jの管
理に変更し1\ラメ-~管理するようにしたこと‘現状の委託作業管理では、個別機械の作業時間はr@-A 作業
時間(汎用機)Jro-A作業時間(NC機)Jの2項目の管理であったが、本研修の管理運営システムでは、この
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Fig.l Visual Studio 2008起動画面
Fig.2現状の垂託作章官理画面
項目(ここではf<3ト自作車時間』に当たる.)以外に.r，⑪ト8.@-8作車内容」にて杏工作機械毎に時間官理す
るようにしたことがある.Fig.3の告種パラメータ入力後、「畳録』ボタンを押すと、Fig.4の画面が表示され.f書き込
み完了」と表示される.r確認」ポヲンを押すと、再度、Fig.3の画面になり、入力画面の状態に戻る.
また管理運営シス子ム白人力ウインドゥにて入力したデー曹は CSVファイルにて菅理するようにした.
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Fig.3菅理運宜システムの入力ウインドゥ
Fig.5 本研修にて作成した管理運営システムのデ-~管理画面
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4 管理運営システムの構築
本研修における管理運営システムの術祭でl立、「①入力負荷の低減Jr②管理負荷の低減Jr③委託作業申
込書との整合性Jを目指し、システム開発を行った。
①の「入力負荷の低減」では、入力者の入力負荷が減るよう、コンボボックスによる1)スト選択式入力j去を採
用し‘キ一入力操作を極力減らして、 1\ラメ-~増加lこ伴う入力負荷をできるだけ低減させた。②の「管理負荷の
低減Jでは‘デ-~入力は、アプリケーションにて行うが‘最終的な管理は CSV(Comma Separated Valuesコンマ
区切り)ファイルで行い、できるだけ従来の管理方，去と閉じ方法にして、管理負荷の低減に努めた。③の「委託作
業申込書との整合性」では、前述記載のように『委祝作業申込書」にあわせ、現状r9項目」の管理をr16項目Jに
て行うようにし『委託作業申込書」と「管理運営システム」との整合性を図った。
5 結言
本研修では、先端科学技術育成センヲーl二、既に導入している「委託作業申込書Jにあわせ、 rVisualStud旧
2008Jによる管理運営システムの構築を行った.その結果.rVisual Studio 2008Jの筏術習得ができ、またセン聖
一業務の一つである委託作業において、工作機織の稼動状況を体系的に把握し、報告業務の補助となる管理
運営システムが構築できた。
現状で|氏本管理運営システムは入力ミスに気づかず、 rVisualStud旧 2008J上でデーヲ登録してしまった際、
その後、修正しようとして上記管理項目にある「⑮ー日伝票 NoJを同じ番号にして再入力しても、CSVファイル上
では上書きされず、新規項目として入力され、CSVファイル上では、閉じr@--B伝票 NoJが 2つ存在する形にな
ってしまう。今後、 r@--B伝票 NoJの再入力により、CSVファイルが上書きできるシステム構築をしていきたい。
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